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泊原発３号機営業運転開始の中止を求める
緊急の打電行動の要請について
日頃のご奮闘に敬意を表します。
さて、本日12月18日、北海道電力は、12月21日・22日に泊原発3号機の使用前検査受検を行うとのプレス・リリースを行いました。これにより、国による使用前検査受検に合格後、3号機は試運転から営業運転に入ることになります。
道平和運動フォーラムは、今月13日に、泊原発3号機の営業運転に抗議する緊急北海道集会を開催し、地元住民をはじめ全道から参加した650人の仲間とともに札幌市内をデモ行進し、運転中止の声を挙げました。また、翌14日には、北電に対して運転中止の申し入れも行っています。しかし、多くの道民の反対の声を無視して、営業運転を開始しようとする北電の姿勢は断じて容認できません。
したがって、北電に対して営業運転中止の声を集中させるため、下記のとおり緊急の打電行動のとりくみを行うよう要請します。
　
記

１、緊急打電行動：

各単組・総支部は、北電に対して泊原発３号機営業運転の中止を求める緊急の要請打電（レタックス・ＦＡＸ可）を次のとおりお願いします。

（1）あて先：〒060－8677　札幌市中央区大通東1丁目2番地
　　　　　　　北海道電力株式会社　取締役社長　佐藤佳孝　様

ＦＡＸ（011）210－9586

（2）とりくみ期日：2009年12月21日（月）まで
（3）文　例：
①　核のゴミを新たに増やす泊原発3号機の営業運転を中止せよ。

②　新たな海底活断層の存在が指摘されているにもかかわらず、新たに原発を運転させることは断じて認められない。安全が確かめられるまで運転を断念せよ。
③　核燃サイクルが破綻している中、新たな原発の営業運転に入ることは無謀である。　ただちに泊原発3号機の営業運転を断念せよ。

④　泊3号機におけるプルサーマル計画を断念せよ。

※　①②③のいずれかと④を付加するなど創意ある内容となるよう工夫してください。
２、その他：とりくみ期間がきわめて短いことから可能な限り数を集中できるようお願いします。
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